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成後に AmB を添加して①と②の両方の課程に対するコレステロールの作用を (added-to-membrane) 、脂質二重膜
形成時に AmB を混入することで②の課程におけるコレステロールの作用を (mixed-with -lipid) 選択的に観察した。






脂肪酸の長さが異なるブオスファチジルコリン (PC) を卵黄 PC に添加することで膜の厚さを変化させィその影響を
調べることにした。 CI0 から C18 までの脂肪酸鎖をもっ PC の添加効果を観察したところ、 C12 より短い PC で顕著
な促進活性が、 C18 の長い PC では阻害効果がみられた。この結果は AmB がリン脂質二重膜の厚さのわずかな変化
を認識できることを示す。 AmB のチャネル活性の研究例は膨大で、あるが、リン脂質の添加効果が調べた研究は前例
がなく、短い PC が促進効果を持つことは本研究により明らかにされた。
さらに、 AmB- リン脂質問の直接相互作用がチャネル形成に及ぼす影響を調べることにした。しかし、 AmB と直接
相互作用するリン脂質はその他のリン脂質と容易に交換可能であると考えられ、注目するリン脂質の影響を選択的に
観察することは難しい。そこで目的とするリン脂質を AmB に短いリンカーを用いて共有結合で連結し、その連結体
の活性から AmB- リン脂質の直接相互作用の影響を調べた。 C12 から C18 までアシル鎖長の異なる 4 つの連結体を










に流入作用を増強した。その uv スベクトルや単一チャネル電流測定などから、アシフォテリシン B 分子自体より安
定な会合体を形成していることが示唆された。
これらの業績は、アンフォテリシン B の作用研究に新しい視座を加えるものであり、博士(理学)の学位論文とし
て十分価値があるものと認める。
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